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	「……先生？どこに行くんですか⁉︎」
	「……」気づけば、躰の方が先に、動いていた。
	だって、そんな、彼女は、いや、「彼女達」は、もう。
	———馬鹿な。
	「来たね。」「予定、通りですね。」「……ミッション、開始、です」
	そんな。
	『あーあ、先生。あなたが——
	振り返っちゃったから、こうなったんだよ？』
	その瞬間、私は心の底から後悔した。
	『彼女達の幻影』を、追った事を。
	そこにいたのは、消えたはずの。
	アイン、ソフ、オウルだった。「……‼︎」
	「先生！一体、何、が」……。
	ケイも、この光景を視て、絶句していた。
	この光景を、拒絶するような瞳を用いながら。「——なんで」
	『やぁ、先生。それに——ケイ。』
	『お久しぶりですね、先生。』『お変わり、なさそうですね』
	「———、ぁ、……。」
	私は、頭が真っ白になっていた。「……なんで、貴方達がここにいるんですか」
	先に意識を取り戻したのは、ケイだった。「私達、……ずっと、貴方達の事——」
	『過去の話でしょ。もういいじゃん。』
	「……な」
	それは、空白と虚無を形にしたような、対峙と訣別だった。『……先生に、お願いがあって来たんだ。』
	「……、……。」何かな、とすら言えなかった。
	彼女達が、息をして喋っている事がまだ信じられなかったからだ。
	お構いなしに、ソフは続ける。
	「——それでね、先生には……」そう、言い終えるより前に。
	私は、地面に項垂れていた。「……先生⁉︎」
	ケイが、慌てふためくが。そんな事すらも私にはどうでも良かった。「……ごめん」
	私は、君達に謝らないといけない事がある。
	「ごめん、ごめんなさい……‼︎
	私が、私のせいで、私が責務を果たさなかったせいで、生かして、あげられなくて……‼︎」
	「……先生、しっかりしてくださ……‼︎」ケイが、何とか私を抑えようとする。
	だけど、無意味だった。「『生きるべきだ』、って云ったせいで、言ったのに、その道すら与えられなくて……こんなに、私が、弱くて……‼︎」
	『どうでもいいよ、そんなの。』
	「は……？」ケイが、唖然とする。
	『だって……いいよね。貴方達だけ総て持っていって、ハッピーエンドを掴んだんだから』
	「……、……。」
	『愉しかったですか？私達を踏み躙って、のうのうと、その生を享受した有様は。』
	「……何を、言ってるんですか」
	『結局……貴方達は希望を呟くだけ呟いて、私達に何もしなかっただけじゃ、ないんですか……？』
	私は、もう、壊れそうになっていた。「あ、……。」
	『なのに、貴方達は振り返ろうとした。私達の『幻影』に、追い縋ろうとした。
	それが、この罰だよ。先生？』
	そう言って、背後にいる何者かが貌を出す。
	「……お前、は……」
	最悪の事態だ。
	私に先刻の絶望感すら遠くに追いやるほどの、怒りが過ぎる。
	「……これはこれは。元気にしてましたかな？」
	そこに居たのは、地下生活者。かつて私が、「相手にする暇などない」と拒絶した者。
	「そ。今の私たちの『マスター』。」ソフが喋るが、……私はもう気にも留めなかった。
	「……この子達に……何をしたんだ」
	「……そう畏れなさるな。…暫しこの間に、降ってきた『欠陥体』と屑鉄を手に入れましてね、『再利用』したまでです」
	「……お前……‼︎」私は腑が煮え繰り返りそうになる。
	「神のなり損ないから屑鉄を「繋ぎ合わせる」のには苦労いたしましてね。……それがこの結果ですとも。」
	今のこの鉄共は、ただの『屑人形』ですとも。
	KPに従順に動く、ただの「屍骸」とでも言いましょうかな。
	そう、高らかに宣言する。
	私は吠える。……吠えるしか、なかったんだ。
	「……どこまで、この子達を侮辱すれば気が済むんだ……‼︎」
	「そりゃ、そうでしょう。役目を終えた「投棄物」を、使ってるだけですから。……おや。捨てていったのは貴方達ではないですかな？」
	「………。」……もういい。もう、私は役割を放棄した。
	大人のカードを出す。「……先生……⁉︎」
	「……また〝 チート〟 ですか。大人気ない事を」「……座標を尖兵に転送」
	ソフが何かした。すると……
	「……‼︎」「先生っ！ この状況じゃ、〝 それ〟も役に立たないですよ……！」
	……私達は、通路をデカグラマトンの尖兵達に塞がれてしまっていた。
	「カード単体なら、このように詰ませることができますとも」
	「……まだだ。せめて、差し違えてでもお前を」
	私はカードを遣おうとする。……こいつさえ、斃せれば。
	後は、生徒達に任せればいい。「……しっかりしてください！」
	「———ッ。」
	ケイの吠える声に気を取られ、……私は、ケイにカードを取られてしまっていた。
	「いい加減にしてください！ 先生が、死んだら……遺される者の事も、考えてください」
	「……ケイ」
	『あー、もういいかな。って』
	ソフの指示を受け、デカグラマトンの尖兵が発砲する。
	……それを、ケイがルミナス・ノヴァで防いだ。
	「ぐっ……！」「ケイちゃん！」
	なんで、こんな事を。そうソフ達に言おうとした。
	だけど、却ってきたのは無情な答えでしかなかった。
	……先生。何度私達に問いかけても、無駄だよ。私達は管理者に従う。
	『だから先生。私達の事を可哀想だと思うなら————
	この結果を後悔してるなら。贖罪にここで、死んで？』
	「…………。」「先生、今は……‼︎」
	分かってる、とすら今の私には言えなかった。
	「……先生。私が路を作ります、だから先生はその隙に———逃げてください。」
	「ケイちゃん……！ やめて‼︎」
	「お別れです。先生——愉しかったですよ、今迄のこと。それともしアリスに会えたら——」
	デカグラマトンの兵隊が、発砲する。
	私は、網のように張り巡らされた弾幕に、それに立ち向かうケイに。
	ただ、見ていることしかできなかった。
	Ⅱ.『re-ray』
	「……？」
	私は眼を開ける。どうやら私達はまだ、生きているらしい。
	「えっ？……先生、無事ですか？」「……ここは」
	「クク。どうです？キヴォトスを救った先生からお尋ね者へと堕ちる気分は」
	そこにいたのは、黒服だった。そして、ここは……
	旧ゲマトリアのアジトだ。私も一度通ったことがある。「……お前」
	「久しぶりですね。いや、〝初めまして〟、ですかね。其方の方は」
	クク、と奴は笑みを含めている。「……何故、私達を助けた？」
	「……それこそ、〝クライアント〟 の意向でしてね。」そう言って……奥から、衣擦れの音が聞こえる。「……君は」
	「……、先生。」そこに居たのは、マルクトだった。
	「デカグラマトンのオーパーツの情報——統べる存在の〝一端〟を提供いただく代わりに、貴方達を助けろと。そういう契約ですよ。お解りですか？」
	「すまない。先生。だが我は———」
	「お前………‼︎」先生は黒服に掴み掛かろうとする。
	……何か災厄を引き起こすなら赦すつもりはない、という眼で見るが……
	奴は余裕だ。「お忘れですか？我々「神秘を観察する者」は解散しました。私がそれに応じたとしても、メリットがない」
	「……何が目的だ」「……よろしい、お話ししましょう」
	そう言って、奴は続ける。
	「報復ですよ。かつての友の躯の。」
	……無礼を働いた奴への、と黒服はどこか考えるような仕草をする。
	「地下生活者…と言いましょうか。奴は以前私が理外に追放しましてね。これは私の不手際でもあります。……あなた達に協力する代わりに、奴の身柄を私に寄越してくれませんか？ それが条件ですよ」
	目には眼を、歯には歯を。…これは、何方がその〝遺物〟 を争奪できるか、という競争です。
	異論ありませんね？と、黒服は続ける。「……。」
	「……あの子達は」「……っ……」
	「あぁ、奴が使っている〝あれ〟のことですか」……こいつ。
	「……………言葉を改めてくれ。でないと私はお前に———」
	私はマルクトを想い、庇う。——だが。
	「……我は大丈夫だ。あの子達は……」
	「拾ってきたのでしょう。元〝鋼鉄大陸〟 から回収したオーパーツを元に、欠陥体を繋ぎ合わせてコアと記憶を復元させた。」
	「その上で……何らかの洗脳状態に置いたのでしょう。あるいは——」
	……或いは、と少し言い淀むような空気が流れた。
	それを告げたら、後戻り出来ないとでも云うように。
	「これは推測ですが…色彩を導き、そのリソースで〝コア〟 を意図的に塗り潰した可能性もあります」
	「…………‼︎」
	マルクトの貌に現れたのは、焦燥だった。……それもそうだ。
	ただでさえ愛し、愛された姉妹が危機に遭っているんだ、動じない訳がない。
	「……解った。先生。………済まないが、我は行かせてもらう」
	まずい、情報が取れていないここでマルクトが単独行動を取るのは。
	「……待って……‼︎」私は静止しようとした。だが……
	「解らないかも、しれないが……私達は……あの子達は私自身なんだ、済まない。……」
	「……マルクト」何処かに感応する所があったのだろう、……話を訊いていたケイは複雑な表情をして立っていた。
	マルクトは立ち去ってしまった。「……此方は此方に出来る事をしましょう」
	そう、黒服は謂う。「……何か、策があるのですか？」と、ケイが尋ねる。
	「ありますよ。丁度〝彼女〟の協力でね。」と、黒服はモニターの方向を向く。
	『お久しぶりですね、先生。』「…君は」
	『今回の案件、洗脳されたのは〝ヘイローを持つ者〟のみですからね。私は例外です。』
	旧ゲマトリアのモニターに映し出されたのは、ヒマリのドット絵だった。
	シャーレのデータベースに情報がありました、と説明するヒマリの人工知能。
	『先生、貴方も知っている通り、相手は洗脳を使う能力を持っています。…それを、  〝あの子たち〟を触媒にして増幅させている、とするのが妥当です』
	もう少しで届くはずなんですがね、とAIは言った。
	『ミレニアムの格納庫のロックを解除しておきました。……しかし』
	この装備でも、デカグラマトンの預言者達を突破することはできないでしょう。そうAIは告げる。……彼女の視線が、『もう一つの装備』に移される。
	「それと……もう一つ。〝あの時の装備〟 を、回収しておきました。
	これを改修しましょう。できますか？アンノウンさん。」
	「納期によります。ただ、最悪の事態を考慮して……早い方がいいでしょう。」
	所詮、奴の掌にはデカグラマトンの総てのシステムが手中に収められていると言っていいでしょうから、と黒服は話す。
	「……。」今の私には、発言する事すら決めかねるほどの葛藤があった。
	「……此方の出撃は４８時間後。…それまでに、整理をつけておいてください。」
	……ここで問答をぶつけても、キリがない。
	「…私はまだ「はい」とも言ってないんだけど」
	クク、と嗤いながら、「……迷いますか、」と奴は言っていた。
	◆
	同時刻。マルクトは、そこに辿り着いていた。
	『来たね、お姉様。』
	「……アイン、ソフ、オウル……‼︎」
	Ｄ．Ｕ．シラトリ区内、強引に建設された『鋼鉄大陸』を模したオブジェクトの上に彼女達は立っていた。「……来ましたね。ようこそ、王妃よ」
	地下生活者がそこに現れる。「……貴方か、この騒ぎの基は」「さて、どうでしょう」
	この子達を復元させたことには感謝してます、とマルクトは言った。
	「だから、アイン、ソフ、オウル——妹達を、返してください。」
	「はて？ それはできませぬな。貴方がたが所有権を放棄なさったのに、今更になって『返してくれ』とせがむのですか？」
	「……。」
	対話は不可能だった。いや——それよりも此方の閾値が、それを上回っていた。
	「なら——力付くで」そう謂って、飛来する剣を起動する。……だが。
	「………いいのですか？ ヒッ……ヒ、私を倒せば、彼女達は自壊するようにプログラムされて……おりますが」
	「……っ‼︎」マルクトの眼が、強張る。
	「……お姉様」それを、アイン、ソフ、オウルは虚無のような眼で見つめていた。
	「所詮、尖兵と増幅装置ですからな。そう言う条件で自我をわざわざ残してやったんですよ。」「……貴様……‼︎」
	もう解った、こいつは敵だ。
	間違いない、対話が不可能な化け物だ。……マルクトは、今すぐに殺してやりたい、という目を向けている。
	その直後、マルクトの頭脳は———何らかの信号を検知した。
	「……これは……？」と、言い終えるが矢先、唐突に彼女は崩れ落ちた。「ぐっ……⁉︎」
	これはなんだ、そう思うより前に、マルクトは剣の維持すら不可能になる程に地に伏せていく。
	……ヒヒ、ヒ、と地下生活者は勝ち誇ったように嗤う。
	「貴方達、デカグラマトンの信号は解析済みですとも。……それを応用して、今回のスクリプトを作り上げた。…当然、ヘイローを持つ貴方にも自我が奪えるようにしたのですよ」
	「がっ……⁉︎あ、あぁっ……‼︎ ぐ、っ……⁉︎」
	どうしてそうできたか？
	理由を教えましょうか？ と地下生活者は嗤う。
	「…解体したんですよ‼︎バラバラに壊して、自我を奪い、何度も彼女達の自我を締め付けては復元させましたとも‼︎」
	何度壊されても、健気に抵抗しましたとも。
	この〝技術〟がキヴォトスが混乱に導くことをわかっていたのか、いたい、やめて、と泣き叫んでいましたとも。その度に自我を消しては復元させてを繰り返し……あぁ、もう聞こえていませぬかな。
	最早意志を保つことすら、彼女には難しかった。
	しかし、それとは別に——数多の剣が、顕現しては崩れ落ちる。
	「貴様……貴様だけは殺す‼︎ もう、これ以上この子達の安寧を——」
	「最終的には、大人しく堕ちてくれましたがね。そして、この通りです。」
	「……な、っ、……。」
	ビナー。
	コクマー。
	ケセド。
	鋼鉄大陸の壁の後方から、かつてのデカグラマトンの預言者達が。
	そのカタパルトから、生産されていた。
	「小生は、小生に出来ることをするまで——安寧を望むなら、私に協力してください。」
	「何、を………」
	◆
	———３８時間後。
	私とケイは、シラトリ区に生じた鋼鉄大陸の前方に転送されていた。
	出来ることなら、施設内部に転送したかったのですがね、そう無線から黒服が声を放つ。
	『転送プロトコルが妨害されているようです。…ご武運を』
	「分かってる。……行こう、ケイ。」
	「……はい。」
	「——来たか」
	前方にいるのは、カイザーのジェネラルとPMC、そしてデカグラマトンから生産された兵団。
	「たった一人の生徒では、手も脚も出ないようにガードを固めてある。どうするつもりだ？先生よ」
	「……下がってて、ケイ」
	◆
	『…これは、鋼鉄大陸攻略戦に〝間に合わなかった〟 装備です。貴方の武器を研究するつもりだったんですが———力及ばず、ロールアウトには至りませんでした。』
	「そこは私が補完しましょう。では…先生。これを」
	「これは、貴方だけの、もう一つの武器です」
	◆
	「…撃て‼︎」ジェネラルが、射撃の指示を出す。
	しかし、私が幾百の針に襲われ、風穴を開けるであろう前に————ケースにある『それ』は、身につけられる。
	『system/ green. OK
	=====
	Signal————Ⅴ』
	私は、『それ』を発進させる。私自身の『装備』を。
	そして、カイザー兵に向かっていく。
	「銃弾が…効かない⁉︎」
	「効いてるよ。『無効化』されてるだけだけどね。」
	「……がっ⁉︎」
	『この装備は——先生、貴方の「シッテムの箱」と「大人のカード」から出力されるエネルギーを最大限に補完し、『解き放ち』ます。』
	『解りますか？通常、貴方の箱やカードから出力されるエネルギーはバリアや武器に変換されますが……
	その力を、純粋な「エネルギー」として発動できるのです。…そして』
	『SHIFT———RABBIT 01,』
	このスーツは、これまでの『箱』が学習した戦闘を読み込み、貴方のバイタリティを検知して最適な行動を取ります。
	謂わば、貴方が蓄積した総てが、発揮されるという訳です。
	「陣形に入ったぞ‼︎ 包囲し———」
	『SHIFT———CODESIGN 00』
	網目のような陣形の中で、純粋な『力』の塊が、ぶつけられる。
	これなら、行けそうだ。
	「SHIFT————Usage Rules No 7」
	「グレネードだと……‼︎ 奴は何も持っていないぞ‼︎」
	『先生！シッテムの箱が使えるエネルギーには限りがあります！
	稼働時間について、注意してください！」
	「……分かった。ありがとう、アロナ」
	「SHIFT———RABBIT 3」
	言い終えた後、大地に掌を撃ち込む。『力』の爆撃が、繰り出される。
	「ぎ、ぁぁ‼︎」このままでは、突破されると踏んだのか。ジェネラルは、掃射の指令を加える。
	「……ぐっ」……装甲が、持つかどうか。その辺りは賭けでしかない。
	「———撃て！ 最悪、航空ミサイルも戦車も使っても構わん！
	何人か巻き添えにしても問題ない、確実にここで仕留め———」
	「ん、無駄。」
	「がっ……!?」……ジェネラルが、突如として倒れていく。
	「……シロコ！」「来たよ。先生。」
	私とケイの目の前に現れたのは、並行世界のもう一人のシロコ。シロコ*テラーだった。
	「……助かりました。貴方は……」
	ライドウェアに乗ったケイが、先生を乗せる。
	「……気にしなくていい。私は……疾風の風来坊みたいな者だから」
	「………⁇」
	「元気そうだね。よかった、ここに来てくれて」
	私は一息つき、シロコに面と向かって感謝する。だけど、シロコはどこか俯いた顔をして、言った。「先生。それこそ……ごめんなさい。」
	貴方に伝えないといけない事がある、とシロコは言う。
	「モモトークを読んだけど…これは、私の責任。
	あの時、私はアイツを始末できたのに、……しなかった。」
	「それで良いと思うよ。…私は、君に苦しんでほしくなかったから。……そして、あの子達にもこれ以上、苦しんで欲しくない」
	「分かった。それが聴けただけで、十分だから。
	……ありがとう」
	ここは私に任せて、とシロコは殿を務める。
	私とケイは、この場所を彼女に任せ、転送されてきたライドウェアに乗って飛び去った。
	◆
	「見えた」
	それは、あの虚妄のサンクトゥムを彷彿とさせた。
	突如、Ｄ．Ｕ．シラトリ区の前に現れた、鋼鉄大陸を模した壁。
	ならば、『預言者』たちも、奴は手中に収めたのだろうか。
	「……先生‼︎」「……ビナーか」
	私達を乗せたライドウェアの目前に、ビナーのビームが迫っていく。
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